
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-64 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化基・320 改訂版 新編 化学基礎 

 

１．編修の趣旨及び留意点 

学習指導要領の目標を中心にし，「化学基礎」の内容と構成およびその取扱いに準じて編

集した。編集にあたっては，中学校理科で学習した事がらとの間に断絶がないように注意

し，化学的に考察する態度と能力を養い，正しい化学的物質観が育成されるように努め

た。 

２．編修の基本方針 

（1）基本的事項については，やさしい表現でていねいに説明をし，身近な現象や身のまわ

りの物質から出発して観察や実験を通して原理や法則を理解させ，化学的に考察して

処理する態度と能力が育成されるよう，探究的学習法を重視した。 

（2）物質についての知識や法則が，いたずらに羅列的・暗記的にならないように，豊富な

実例を体系的に整理して取り扱い，化学的に推論し，理解する能力を育てるように努

めた。 

（3）図や写真を豊富に取り入れ，複雑な内容はモデル化し，視覚によって原理や法則を興

味深く学習できるようにした。 

３．対照表 

 

 

 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 巻頭特集 

ランキングで見る物質の世界 

・日本の金属生産の歴史や日本
での研究によって 113 番元素
が合成されたことを取り上げ
た（第５号）。 

・石油の使い道を紹介したうえ
で，石油が限りある資源であ
ることや石油の消費によって
生じる二酸化炭素が地球温暖
化に影響していることを示
し，環境保全のために何がで
きるかを考えるきっかけにな
るようにした（第 4 号）。 

Ｄ～Ｆ 
 
 
 
Ｇ～Ｈ 

序章 化学と人間生活 
・日常生活が物質に囲まれてい

ること，化学が物質に焦点を
あてた学問であることを扱っ
た（第１号）。 

・物質が身のまわりで利用され
ていることに触れ，化学が生
活と関連することが実感でき
るようにした（第２号）。 

・プラスチックのリサイクルを

3 ページ 
 
 
 
4 ページ 
 ～8 ページ 
 
 
6 ページ 



 

扱い，回収は自治体が主体と
なっていることにも触れ，自
らも参加できる問題であるこ
とを示した（第３号）。 

・酸性雨・地球温暖化・オゾン
層の破壊などの環境問題を取
り上げることで，環境への意
識を高めるとともに，それら
の理解と解決に化学が関係し
ていることに気づくように配
慮した（第４号）。 

 
 
 
 
9 ページ 参考 

第１編 物質の構成と化学結合 
・カーボンナノチューブの発見

者が日本の飯島澄男博士であ
ることを扱った（第５号）。 

・化学結合によって構成される
物質を数多く取りあげ，それ
らの利用例をまとめて扱い，
化学が生活と関連することが
実感できるようにした（第２
号）。 

59 ページ 
コラム 

45 ページ 表 6 
54 ページ～ 
55 ページ 表 9 
57 ページ 表 10 
61 ページ 表 11 
62 ページ 参考 
 

 

 

 

 

 

第２編 物質の変化 
・酸と塩基の反応を利用するこ

とで，河川の水を利用できる
ようにした事例を取りあげ，
化学が生活に役立っているこ
とが実感できるようにした
（第２号）。 

・電池をリサイクルすることの
有用性を示した（第４号）。 

・電池には数多くの種類があ
り，その特性を利用してさま
ざまなところで電池が利用さ
れていることを示すことで，
身のまわりの物質を科学的な
視点で見る力を養えるように
した（第１号）。 

110 ページ 
 コラム 
 
 
 
 
135 ページ 
 コラム 
136 ページ 
 ～137 ページ 
 

 巻末資料 
・探究活動について，「何のた

めに行うのか」を明確にし，
「どのように行うのか」を考
えたりする中で，探究心が養
われるように扱った。また，
実験における心構えや注意を
理解して，実験に臨む態度を
養い，危険物についての知識
を身につけるとともに，廃液
処理のような後始末への配慮
にも触れた（第１号）。 

156 ページ 
～158 ページ 

 

 

 巻末特集 

カードで見る物質の世界 

・化学基礎で登場する物質につ
いて，物質および利用例の写
真やその性質を掲載すること
で，化学が物質を探究する学
問であることを意識できるよ
うに配慮するとともに，さま
ざまな物質に関する知識を得
ら れ る よ う に し た （ 第 １
号）。 

J～Ｐ 
 

  

 



 

４． 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

 

① 化学を楽しく学ぶための配慮―――――――――――――――― 
 

【巻頭特集：ランキングで見る物質の世界】……8ページ配当 
・高校化学の導入部である巻頭では，イラストやコラムを交えることなどによって生徒が

親しみをもてるような雰囲気にした上で，通常，本文に埋もれてしまいがちなデータ類

をランキング形式にして紹介して，化学への興味を喚起した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編トビラ】 
・「第1編では誕生石」，「第2編では紫キャベツ（指示薬）」と，その編に関連が深い内

容を編の導入として扱った。見開き2ページを活用してダイナミックに写真を配置し，

色鮮やかな写真が引き立つデザインにして，生徒が興味を示すような紙面に仕上げた。 

 

 

【章はじめ】 
・「ドリップコーヒー」が抽出やろ過の原理を利用していることや，「あじさい」の花の

色が土壌のpHの影響を受けることなど，高校化学の内容と関連の深い身のまわりの現象

を取り上げた。 

・また，分子を並べてつくった「世界一小さなアニメーション」，「ダイヤモンドの熱伝

導性」がよいことを示す実験，アボガドロ定数を測定するためにつくられた「世界で最

も丸いといわれる球体」など，貴重な写真も掲載した。 

 

 

 



 

 
【巻末特集：カードで見る物質の世界】……7ページ配当 
・本文に出てくる物質を，巻末でまとめ

て紹介した。試薬の写真に加えて，特

徴的な反応・自然界での存在・利用例

などの写真をセットで掲載した。さら

に，主な性質や特徴も記述したので，

辞典的にも使えるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 化学を理解しやすくするための配慮――――――――――――― 
 

【わかりやすい図版・豊富な写真】 
・イメージしにくかったり整理するとわ

かりやすくなったりする内容を，図や

表を用いてわかりやすく示した。ま

た，化学基礎で扱う物質や実験の写真

を一通り掲載し，文章だけに頼らず視

覚的にも理解できるように工夫した。 

 

【問題類の充実】 
・「問い」「ドリル」「例題・類題」

「章末問題」「数学の基礎チェック

（巻末）」と，状況に応じた問題演習

ができるような構成にした。 

・「ドリル」は化学式や物質量など，繰

り返し解くことで必ず習得してほしい

内容の問題，「数学の基礎チェック」

は，分数・比・割合など，化学で扱う

計算の基礎問題である。 

 



 

 

【中学の復習】 
・中学校理科と高校化学との間の断絶がないように配慮して編集した。特に，各章のはじ

めには，中学校までに学習したその章に関連の深い内容をまとめ，高校化学の内容に入

る前に復習できるようにした（Review）。 

 

 

 

 

③ 使いやすさの配慮――――――――――――――――――――― 
 

【原子量】 
・2編1章では，頻繁に利用する原子量やアボガドロ定数の値を，すべての見開きの脚注

に掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脚注を利用した繰り返し学習】 
・本文の内容を理解するうえで必須となる内容を脚注に繰り返し掲載し，参照しやす

く，知らず知らずのうちに覚えられるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-64 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化基・320 改訂版 新編 化学基礎 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

Ⅰ．本書の特色 
 
（1）生徒が理解しやすいように具体的な例を取り上げたり，興味・関心をもって学習が進

められるように日常生活や社会との関連に触れたりしながら，展開するようにした。 
（2）写真や図を多用し，視覚的に理解が図れるように配慮した。 
（3）化学の基本的な概念や原理･法則を理解させるために，それに関連した実験を扱った

り，問いや例題（類題），章末問題を豊富に扱ったりして工夫した。また，必要に応
じて問題にヒントを与えることでスムーズに問題演習を行えるように配慮した。 

（4）化学的に探究する能力と態度を育てるために，本文に関連していて生徒自ら取り組め
るような探究活動を編末に配置した。また，巻末の探究活動の進め方では，その進め
方や実験を行う際の注意事項，基本操作などをまとめて扱い，生徒が主体的に活動す
るときに参照したり，具体的な活動の前に指導したりできるようにした。 

 
 

Ⅱ．本書の特徴的な構成要素 
 

①Review 
（章はじめの中学の復習） 
・各章のはじめに，中学校までに学習した内

容でその章に関連の深いことをまとめ，高

校化学の内容に入る前に復習できるように

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

②Check＆Go 
（節末の用語整理） 
・各節の最後に，その節で学んだ

大事な用語をまとめて掲載し，

その節で登場した用語を確実に

覚えた上で次節に進めるように

した。 

 

 

 

③重要事項のまとめ（全8個） 
・重要事項をまとめたページ。複

数の要素を比較しながら整理で

きるように編集した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④○○に注意（全12個） 
・混乱を招いたり誤解をしたりしやすい内容を選び出し，注意を

促すとともに丁寧に補足説明した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑤間違えやすい漢字（全14個） 
・間違えやすい漢字を選び出し，イラストを使って漢字の意味を

イメージ化して頭に入れることで，誤記を避けられるようにし

た。 

 

 

 

 

 

⑥ドリル（全6個） 
・高校化学を学ぶ上で基礎・土台となる内容で，繰り返し解くことで必ず覚えてほしいも

のを扱った。 

 

 

 

 

 

 

２．対照表 

 

 

 図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 

配
当 
時
数 

 

 

  序章 

化学と人間生活 

(1) 化学と人間生活 

ア 化学と人間生活とのかかわり 

(ｱ) 人間生活の中の化学 

日常生活や社会を支える物質の利用と

その製造の例を通して，化学に対する

興味・関心を高めること。 

(ｲ) 化学とその役割 

日常生活や社会において物質が適切に

使用されている例を通して，化学が果

たしている役割を理解すること。 

3～9ページ 4 

 

 

 

 

 

 

 第１編 

 物質の構成と化学結合 

 

 第１章 

物質の構成 

 

 

 

 

 

 

(1) 化学と人間生活 

イ 物質の探究 

(ｱ) 単体・化合物・混合物 

物質の分離・精製や元素の確認などの

実験を通して，単体，化合物及び混合

 

 

 

12ページ 

～26ページ 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 第２章 

 物質の構成粒子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３章 

 粒子の結合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 探究活動 

物について理解するとともに，実験に

おける基本操作と物質を探究する方法

を身に付けること。 

(ｲ) 熱運動と物質の三態 

粒子の熱運動と温度及び物質の三態変

化との関係について理解すること。 

 

 (2) 物質の構成 

ア 物質の構成粒子 

(ｱ) 原子の構造 

原子の構造及び陽子，中性子，電子の

性質を理解すること。 

(ｲ) 電子配置と周期表 

元素の周期律及び原子の電子配置と周

期表の族や周期との関係について理解

すること。 

 

(2) 物質の構成 

イ 物質と化学結合 

(ｱ) イオンとイオン結合 

イオンの生成を電子配置と関連付けて

理解すること。また，イオン結合及び

イオン結合でできた物質の性質を理解

すること。 

(ｲ) 金属と金属結合 

金属結合及び金属の性質を理解するこ

と。 

(ｳ) 分子と共有結合 

共有結合を電子配置と関連付けて理解

すること。また，分子からなる物質の

性質を理解すること。 

 

(1) 化学と人間生活 

ウ 化学と人間生活に関する探究活動 

化学と人間生活に関する探究活動を行

い，学習内容の理解を深めるととも

に，化学的に探究する能力を高めるこ

と。 

(2) 物質の構成 

ウ 物質の構成に関する探究活動 

物質の構成に関する探究活動を行い，

学習内容の理解を深めるとともに，化

学的に探究する能力を高めること。 

 

 

 

 

 

 

 

27ページ 

～40ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

41ページ 

～66ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67ページ 

～71ページ 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 第２編 

 物質の変化  

 

 第１章 

 物質量と化学反応式  

       

 

 

 

 

(3) 物質の変化 

ア 物質量と化学反応式 

(ｱ) 物質量 

物質量と粒子数，質量，気体の体積と

 

 

 

74ページ 

～99ページ 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

第２章 

酸と塩基の反応  

      

 

 

 

 

 第３章 

 酸化還元反応 

 

 

 

 

 

 

 探究活動  

 

 

 

の関係について理解すること。 

(ｲ) 化学反応式 

化学反応式は化学反応に関与する物質

とその量的関係を表すことを理解する

こと。 

 

(3) 物質の変化 

イ 化学反応 

(ｱ) 酸・塩基と中和 

酸と塩基の性質及び中和反応に関与す

る物質の量的関係を理解すること。 

 

 

(3) 物質の変化 

イ 化学反応 

 (ｲ) 酸化と還元 

酸化と還元が電子の授受によることを

理解すること。また，酸化還元反応と

日常生活や社会とのかかわりについて

理解すること。 

 

(3) 物質の変化 

ウ 物質の変化に関する探究活動 

物質の変化に関する探究活動を行い，

学習内容の理解を深めるとともに，化

学的に探究する能力を高めること。 

 

 

 

 

 

 

100ページ 

～118ページ 

 

 

 

 

 

119ページ 

～147ページ 

 

 

 

 

 

 

148ページ 

～155ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

  探究活動の進め方 

 実験の基本操作 

(1) 化学と人間生活 

ウ 化学と人間生活に関する探究活動 

化学と人間生活に関する探究活動を行

い，学習内容の理解を深めるととも

に，化学的に探究する能力を高めるこ

と。 

(2) 物質の構成 

ウ 物質の構成に関する探究活動 

物質の構成に関する探究活動を行い，

学習内容の理解を深めるとともに，化

学的に探究する能力を高めること。 

(3) 物質の変化 

ウ 物質の変化に関する探究活動 

物質の変化に関する探究活動を行い，

学習内容の理解を深めるとともに，化

学的に探究する能力を高めること。 

156ページ 

～162ページ 

 

5 

 

 
計 70 

  
  



 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-64 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 化基・320 改訂版 新編 化学基礎 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 

54～55 
 
 

63 
 
106 
 
 
 
117 

 
 
 

138 
～139 

 
142 
～146 

分子間にはたらく力 
 
 
金属の結晶格子 
 
水のイオン積 
 
 
 
塩の加水分解 
 
 
 
電池の反応 
 
 
電気分解 

1 
 
 
1 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
1 

内容(1)「(ｲ) 熱運動と物質の三態」，内
容(2)「(ｳ) 分子と共有結合」に関連。 
 
内容(2)「(ｲ) 金属と金属結合」に関連。 
 
内容(3)イ(内容の取扱い)より「「酸と塩
基」については，水素イオン濃度とpHとの
関係にも触れること。」に関連。 
 
内容(3)イ(内容の取扱い)より「「中和反
応」については，生成する塩の性質にも触
れること。」に関連。 
 
内容(3)イ「(イ)酸化と還元」に関連。 
 
 
内容(3)イ「(イ)酸化と還元」に関連。 

 
                          （発展的な学習内容の記述に係る総ページ数   12   ） 
 
（類型の分類について） 

     1…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の

学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

     2…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 
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